
 

令和３年３月２９日付 市議会モニター：下瀬俊夫 

 

モニターからの意見 議会の考えと対応 

 

   議会モニターからの意見（３） 

 

１．３月９日の議会運営委員会を傍聴して 

＜申し合わせ事項について＞ 

２月２２日から始まった３月定例議会の一般質問終了後、３月９日に開かれた議会運営委員会

で３月２日に提出された陳情書が付議事件とされたとき、それに関して山陽小野田市議会「申し

合わせ事項」との関わりで異論が出されましたが、急施を要する議長判断や先例があるとの理由

で、そのまま正式議題とされました。「申し合わせ事項」に関しては、その冒頭「議会は、地方自

治法をはじめ、委員会条例や会議規則等の法令等を基本として運営されるが、議会運営等の詳細

については規定されていない。それらを補完するものとして、法令等に明記されていない事項及

び解釈、運用について、山陽小野田市議会が決定し、了承したもの」と規定されています。山陽

小野田市議会の「申し合わせ事項」１１５では、「請願及び陳情等は、原則として定例会に関する

議運開催日の前日までに受理したものを当該定例会において処理する」と書かれています。 

（１）先例を作ると「申し合わせ事項」は消滅する 

   「申し合わせ事項」とは、山陽小野田市議会の議会運営上の基本ルールとして、全議員が

一致して承認・決定し、明文化した約束事です。この「申し合わせ事項」に先例を作ってし

まうと、その時点でこの「申し合わせ事項」は消滅してしまい、意味をなさなくなるものだ

ということを理解されて、このような対応をされたのでしょうか。 

（２）「申し合わせ事項」の変更手続は可能だった 

     「申し合わせ事項」は全員協議会等で全議員の一致した承認があれば、直ちに変更は可能

です。なぜ、それをせずに「先例」なるものを持ち出して「申し合わせ事項」を無視する対

応をされたのでしょうか。 

（３）「先例」の内容を具体的に検討されたのでしょうか 

   もし仮に「先例」なるものがあったとして、今回の陳情書等の取扱いの内容に即して、「先

例」が具体的に検討された結果ではなかったのではありませんか。 

 

 

 

申し合わせ事項は効率的な議会運

営をするために法令等を補完するも

ので、市議会が決めたルールとして

それらに基づき議会活動をしており

ます。 

その中でも、陳情等については、

申し合わせ事項１１５の中にある

「原則として」という言葉を尊重し

ながら、先例だけにとらわれること

なく、その時々の議会として事案を

的確に処理したほうが、市民の利益

になる場合もあると考えます。 

今後も、市民の立場になって判断

してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４）議長が「急施を要する」は通用しない 

   議長が「急施を要する」と判断すれば「申し合わせ事項」が無視できるなど、とんでもあ

りません。全議員が承認した議会運営上のルールを、まず議長は尊重する義務があるのでは

ありませんか。 

（５）「申し合わせ事項」を廃止し、「規定」にしては 

   「申し合わせ事項」とは、あくまで議員間の合意事項による紳士協定に過ぎません。１２年

前、私は改選後の初議会で「私は合意していない」と「申し合わせ事項」に異議を唱えまし

た。また「先例」を理由に勝手に変更が可能な曖昧な「申し合わせ事項」ではなく、一般市

民にも議会内ルールとして可視化され、直接変更が求められる議会の内部規定として、明文

化したほうがスッキリするのではありませんか。 

 

２．３月議会を傍聴して 

＜特別委員会が一般会計予算の審査を行う疑問＞ 

山陽小野田市議会には、現在、幾つかの特別委員会が作られています。特別委員会とは、特定

の事件を扱う「特別」な委員会であり、特定事件がなくなれば当然のこととして、役割を終えて

消滅する委員会でもあります。 

（１）一般会計予算の審査を、なぜ２つの特別委員会（分科会）が審査 

   一般会計予算の審査は、一般会計予算決算常任委員会が行いますが、山陽小野田市議会で

は各常任委員会が分科会として、所管部分の各パートを担当して審査することになります。

しかし、「新型コロナウイルス感染症対策特別委員会」と「山口東京理科大学調査特別委員

会」は、特別委員会であるにもかかわらず、分科会として一般会計予算の審査を行っていま

す。 

   本来、常任委員会が受け持つべき一般会計予算の審査を、特定事件を扱う特別委員会の、

それも同じ議員が委員長を務める特別委員会が、分科会といえども一般会計予算の審査を行

うことの是非について、議論をしていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別委員会が分科会として一般会

計予算と決算の審査を行うことで、

より効率的で専門的な審査ができて

いると考えます。 

 

 

 

 

 


